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地域協議会だより

地域活動支援事業のお知らせ
地域活動支援事業は、市が地域の課題解決や活力向上に向け住民の自発的・主体的な地

域活動に対して補助金を交付するものです。事業の提案者は５人以上で構成する団体等で、
補助金交付額は頸城区では原則補助率１００％、上限なし、下限は５万円です。事業提案の採
択は地域協議会の審査によって決定されます。

○採択する事業
頸城区における豊かな地域資源を活かし、地域住民が自らの取り組みにより、住み続けたい

まちづくりを進める事業で、頸城区の地域活動支援事業を活用し、地域住民が自主的、主体的

に取り組む事業とします。

○提案（応募）することができる事業の例（あくまでも１例です。）

地域特性を活かしたまちづくり

●歴史遺産を活かしたまちづくり事業 ●特産品等を活かした活性化事業 ●まちづくり計画の策定

事業 ●観光ボランティア育成事業 ●観光ガイドブック作成・配布事業 ●耕作放棄地復元モデル

事業 ●空き店舗活用事業 など

安全安心なまちづくり

●自主防災訓練等の事業 ●防犯マップの作成・配布事業 ●安全・安心講演会事業 など

景観形成・生活環境の向上

●自然公園・里山の環境整備・保全事業 ●河川・湖沼の周辺美化・水質保全事業 など

健康・福祉の充実

●健康講座・健康ウォーク等の事業 ●高齢者世帯の見守り活動事業 ●子育て支援事業 など

教育・文化・スポーツ活動の振興

●青少年育成事業 ●文化（生涯学習）振興事業 ●スポーツ（生涯スポーツ）振興事業

●郷土史学習事業 ●伝統文化・技能の保存・伝承事業 など

その他

●上記のほか地域活動支援事業の目的に合致する事業

地域活動支援事業募集のお知らせ

令和４年度頸城区地域活動支援事業の提案
募集を４月１日(金)～４月20日(水)正午まで
の間に行う予定です。
事前相談を受け付けておりますので、事業

提案を予定されている方はご連絡ください。

（担当：総務・地域振興グループ）
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地域活動支援事業
市のホームページ

https://www.city.joetsu.niigata.jp/sosh
iki/jichi-chiiki/katudou-shien.html



令和 ３ 年度

令和３年度は11団体が地域活動に取り組まれ

ました。この中から３事業を紹介します。今後も
皆様からの応援や参加をお願いします!!

◎
市
道
頸
城
線
等
景
観
整
備
事
業

く
び
き
花
の
会

◎
地
域
の
健
康
づ
く
り
と
高
齢
者

世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
生
活
改

善
推
進
事
業

ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

2

良
好
な
景
観
と
人
間
関
係
の
維

持
を
目
的
に
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
市
道
沿
線
や
中
学

校
の
花
壇
を
整
備
し
植
栽
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
初
、
３
人
で
始
め
た
こ
の
活

動
は
４
年
が
過
ぎ
、
46
人
、
２
法

人
が
参
加
さ
れ
、
今
後
も
頸
城
線

の
景
観
整
備
を
中
心
に
活
動
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ

の
参
加
を
目
的
に
、
こ
の
事
業
で

体
成
分
分
析
装
置
を
導
入
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
使
っ
た
機
能
改
善
教

室
で
は
、
そ
の
人
の
状
態
に
合
わ

せ
た
運
動
や
食
事
の
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
運
動
習
慣
の
結

び
付
け
や
健
康
診
断
の
結
果
改
善

に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◎
頸
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
幼
年
野

球
活
性
化
事
業

頸
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
保
護
者
会

子
ど
も
た
ち
の
野
球
環
境
の
改

善
を
目
的
に
、
く
び
き
球
場
や
大

瀁
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
利
用
で

き
る
簡
易
式
外
野
ネ
ッ
ト
等
を
用

意
し
大
会
等
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
大
会
で
も
少
し
ず
つ
で

す
が
、
良
い
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
野
球
を
楽
し
め
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

簡易式外野ネット

体成分分析装置

くびき花の会だより
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頸
城
区
観
光
協
会
の
現
状
報
告
か
ら

地
域
協
議
会
委
員
合
同
研
修
会

１
月
25

日
開
催

令和３年度の活動を振り返って 委員２人から意見・感想を寄せていただきました

年度当初、「地域活動支援事業」の募集を
受け、頸城区の採択方針に則り厳正な審査
を行い事業を採択いたしました。
ほぼ毎回のように新潟県南部産業団地の
現状説明があり、企業の用地使用の様子を
聞くことで企業や地域の前進が見えました。
自主的審議では「公民館利用のあり方」を
取り上げ、様々な意見交換や勉強会を重ね
ながら、より良い方向性を考察しております。
未来の頸城が住みよいまちとなるように、
前向きに取り組んで参りたいと思います。

地域協議会委員 佐藤 学

今年度もコロナ感染が収まらず、上越市で
も毎日数十人の感染者が報告され地域経
済や社会活動に影響が出ています。
地域協議会では地域活動支援事業を中
心に地域公民館・豪雪対策などの課題を協
議してきました。地域活動も制限されるなか、
一方では大池・小池の利用者が増加してい
ます。生活様式が変化する中でどういった
活動が地域の活性化につながるのか、活動
組織・団体などと一緒になって考え提案して
行きたいと思います。

地域協議会委員 新保 哲男

こ
の
度
、
観
光
協
会
よ
り
設
立
か
ら

現
在
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
発
端
が
頸
城
区
に
お

け
る
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
の
提
案

事
業
と
し
て
地
域
協
議
会
で
検
討
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
観
光
協
会
が
自

ら
実
施
す
る
事
業
、
区
内
の
観
光
資
源

を
発
掘
し
て
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
し
、

維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
難

し
さ
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

観
光
協
会
が
区
の
観
光
振
興
へ
の
寄

与
を
目
的
に
法
人
化
さ
れ
て
４
年
目
と

な
る
今
日
、
よ
り
組
織
の
充
実
を
工
夫

し
観
光
資
源
の
活
用
を
図
り
つ
つ
観
光

協
会
が
先
頭
に
立
ち
区
民
と
一
体
と
な

り
区
内
外
へ
の
発
信
を
大
い
に
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
し
、
地
域
協
議
会
と
し

て
も
今
以
上
に
で
き
る
限
り
の
応
援
を

し
な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
地
域
協
議
会
委
員

小
川

泉
）

頸
北
地
区
（
柿
崎
、
大
潟
、
吉
川
、
頸

城
）
の
地
域
協
議
会
の
合
同
研
修
会
が
、

柿
崎
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
委
員
31
人
で
当
区
か
ら
は
上
村
会

長
ほ
か
６
人
が
参
加
し
、
意
見
交
換
と
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
公
共

交
通
の
在
り
方
や
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
頸
城
区
は
今
の
と

こ
ろ
バ
ス
路
線
が
確
保
で
き
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
少
子
高
齢
化
で
真
剣
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
空
き
家
問
題
も

し
か
り
で
す
。
参
考
に
な
っ
た
意
見
交
換

で
し
た
。

講
演
会
は
前
島
記
念
館
の
利
根
川
文
男

館
長
を
招
き
、

「
近
代
日
本
の
立
役
者

前
島

密
」
と
題
し
て
前
島
密
の
生
い
立

ち
や
功
績
を
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
地
域
協
議
会
委
員

笠
原

昇
治
）
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地域協議会のうごき

＜協議会開催の経過＞

■１１月１９日 第７回地域協議会
・新潟県南部産業団地の現状について（報告）
・「地域協議会に関する意識調査」結果を受けた
取組について（協議）

★協議会終了後、頸城区地域協議会学習会「頸城
区における公民館事業」を開催

■１２月１３日 第８回地域協議会
・令和３年大雪災害対応の検証と令和３年度冬期
道路交通確保除雪計画について（報告）

■１月２５日 頸北地区地域協議会委員合同研修会
・第１部 テーマ別意見交換（①公共交通のあり
方について、②空き家の活用について）

・第２部 講演「近代日本の立役者 前島 密」
講師 前島密記念館館長 利根川 文男 様

■１月２７日 第９回地域協議会
・新潟県南部産業団地の現状について（報告）
・地域協議会会長会議の報告について（報告）
・地域協議会の運営について（協議）
・今後の部会(公民館事業に係る勉強会)につい
て（協議）

■２月１６日 第１０回地域協議会
・頸城区観光協会の現状説明について（報告）
・令和４年度地域活動支援事業の募集要項とスケ
ジュールについて（協議）

・令和３年度地域活動支援事業活動報告会につい
て（協議）

■３月８日 地域協議会委員と公民館運営委員との
意見交換会
・活動状況、活動にあたっての課題等

■３月１１日 地域活動支援事業活動報告会
・令和４年度地域活動支援事業の概要（案）
について

・令和３年度地域活動支援事業活動報告
（１１団体１１事業）

■３月１６日 第１１回地域協議会
・自主的審議事項の検討について（協議）

令和４年度は、

更なるまちづくりの一歩に

新しい市長になられ、地域自治の仕組みの
強化を進められています。また、議会でも地
域自治について活発に議論されています。こ
うした動きの中で平成22年度から行われてき
た地域活動支援事業は見直して令和4年度で廃
止する方向であり、地域が活性化する新たな
施策に期待しています。
上越市の地域協議会は地方自治法に基づき、

市長が地域の声を聴くために設置した附属機
関ですが、諮問に対する答申だけでなく地域
内の課題に対し集中審議し、市政に反映する
ことができます。
頸城区では、委員の皆さんと地域の課題を

協議し、地域の団体等との連携関係を築きな
がら、更なるまちづくりの一歩となるように
進めてまいります。ご理解とご支援をお願い
します。に心を尽くされました。
謹んでおや地域協議会 会長 上村 閨一

編
集
後
記

ま
た
、
今
年
の
冬
は
35
年
ぶ
り
の
大
雪

□
電
車
内
を
狙
っ
た
犯
罪
が
昨
今
発
生

し
ま
し
た
。
小
田
急
線
で
乗
客
が
切
り

付
け
ら
れ
10
人
が
重
軽
傷
を
負
い
、
京

王
線
で
も
乗
客
が
刃
物
で
襲
わ
れ
油
で

火
を
つ
け
ら
れ
る
等
。
そ
れ
ら
を
ま
ね

た
九
州
新
幹
線
で
車
内
の
床
に
火
を
つ

け
る
事
件
。
ま
た
電
車
外
で
は
大
阪
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
放
火
殺
人
事
件
等
々
。

孤
独
の
極
み
の
所
行
な
の
か
、
他
人

を
道
づ
れ
て
、
か
つ
自
ら
の
命
を
落
と

そ
う
と
す
る
惨
事
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

思
い
詰
め
た
彼
ら
の
心
を
ゆ
り
動
か

し
「
あ
あ
馬
鹿
な
こ
と
を
！
」
と
目
覚

め
さ
せ
て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
巡
り
逢

え
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

是
非
是
非
、
私
達
は
、
相
互
信
頼
の

関
係
を
保
ち
、
心
温
ま
る
社
会
の
中
で

愛
の
あ
る
ホ
ッ
コ
リ
と
し
た
日
常
を
過

ご
し
た
い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

昨
年
11
月
の
市
長
選
で
中
川
幹
太
市

長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
「
地
域
分
権
・

人
口
減
少
下
で
の
ま
ち
づ
く
り
」
等
を

謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
協
議
会
へ
も

諸
々
の
変
更
が
今
後
な
さ
れ
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
頸
城
区
が
大
い
に
賑
わ
い

活
性
化
出
来
る
よ
う
に
、
更
に
我
々
の

立
場
で
熱
意
を
も
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
地
域
活
動
支
援
事
業
提

案
」
の
募
集
は
令
和
４
年
度
限
り
で
最

後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
勢

の
皆
様
か
ら
の
提
案
を
期
待
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
と
共
に
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
地
域
協
議
会
委
員

佐
野

喜
治
）

に
見
舞
わ
れ
頸
城
区
総
合
事
務
所
で
も

地域活動支援事業活動報告会
（令和4年３月１１日開催）


